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要 　約

　本研究 の 目的 は，成人看護学実習 に お け る 中間評価 と達成動機 と の 関連要因を明 らか に す る こ と で あ る ．対 象は，

本学看護学科 3年生 で 成人看護 学実習終 了78名 に，自記式質問紙調査 票に て ア ン ケ
ー

トによる調査 を実施 した．そ

の 結 果，中間評価 に よ り，実習 の 結果 に 対 して 白己 の 努力不足 な ど の 原 因 と今 後の 方向性 を考 え，主体的に学習が

で きた学生 は，自らの 目標達成 そ の もの を め ざす行動 を引 き起 こす動機 を高める こ とが で きた．また，ソ
ーシ ャ ル

サ ポ ー
トの 影響 を考慮す れ ば ，実習 中 の 学生 は ，他者 と の 交流や 家族 と の 関係，友 人 と の 関係 に よ り，複 雑な実習

環境 の 中 で も，親 しい 友人に感 清を発散 し，自己 の 世 界に籠 もる こ と な く，他 者 と の 交流 や家族 か らの サ ポ ー
トの

影響 に よ り，冂標達成 に向か っ て い け る の で は な い か と示唆 され た ．
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ド　達成動機 ，中間評価 ， 成人看護学実習

は じめに

　看護教育 に お け る 臨床実 習 で は，学生 は患 者，家

族，医療従事者な どが取 り巻 く臨床の 場 に身をお き学

習を展開して い くとい う，学内の 授業 と は異な る学習

方法を とっ て い る．

　本学の 成人看護学実習で は，学生が達成可能な 目標

を見い だすため に ，自らの 評価 に よ っ て 成否 を判断す

るため に中間評価 を実施 して い る．尚か つ ，学生 自身

が，実習期 間中 に 自己評価 し現実 的 に 達成す る こ と が

口∫能な課題 を明確に す る こ とを求め て い る．筆者 ら
1’

の 研 究 の 結果，中間評価 に満足感が得 られ た 学生 は ，

達成動機が高 く，目標達成 の た め の 行動 を引 き起 こ す

傾 向がみ られ た ．

　実習 中に主体 的に学習 に取 り組 む た め に は，物 事の

結果 に 対 して 自己 の 努力不足 な ど の 原 因 を考える 志 向

を持 つ こ と が必要 で あ る ！／

．また，堀野
3： は，達成 に

は結果 の み で な く始発や過程 を重視す る こ とが必 要 で

ある と述 べ て い る ．そ こ で ，看護学実習 に お い て ，学

生 自らの 目標 の 達成 その もの をめ ざす行動 を ， 引 き起

こす動機 を高め る必要がある の で は ない か と考える ．

　看護学実習 の 評価 は，学生 の 自己評価 を取 り人れな

が ら も教員 の 形成 的評価 が 中心 と な り
4・1
，学 生 が ，自

己評価の 結果を どの よ うに解釈 し，受け人れ る かは，

そ の 後の 学習意欲に影響する ため，到達 しうる現実的

な目標 を評価基準 として提示する必 要が ある
51，従来

の実習評価 に関す る研究に お い て ，自己評価や 他者評

価 に関す る研究 は み られ る が ，中間評価 の 研究報告は

少な い
ビ．また，達成動機 に関して は，心理学教育に

おけ る研究
ft．7・1　”／　”／

　IC）
’／
は数多くな され て い る が，看護学

に お い て は数少な い
由 11．そ こ で ，本研究 で は，今年

度 も学生 自身が 目標 の 達成そ の もの をめ ざす行動を引

き起 こ す動機，つ ま り達成動機
11
’
1　1「”／

と中 間評価 との

関連要因の 検討を行 っ た，

研究 目的

　成 人看護学実習 に おけ る 中間評価 と達成動機 との 関

連 要因 を明 らか に し，実習 の 自己評価 の
一・

助 と す る，

用語 の操作的定義

1．達成 動ees
’／
　

ll
’／

　達成動機 と は，「もの ご と を最後まで や り遂げた い ，

困難 な こ と に も挑戦 し， 成功 させ
， 自分 自身に と っ て

価値 の あ る こ と を成 し遂 げ よ うとす る動 機の こ と，自

らの 達成 目標 の 達成そ の もの をめ ざす行動 を引 き起 こ

す動機の こ と」 で あ る．
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2，中間評価

　中間辞 価 と は
， 「成人看護学実習 1 （同復期 ・慢性

期 ・
リハ ビ リ テ ーシ ョ ン期 ・終末期）4 単位 （4週間），

成人看護学実習 H （急性期 ・周手術期）4単位 （4週

間） に お い て ，2週 目の 最終実習 凵の 評価を成入看護

学実習評価 に基づ い て
， 自己評価を中間評価」 とす

る．その 際，実施 し て い な い 項目に つ い て は評価する

必要は な い と提示して い る．

研 究方法

L 調査対象

　 2005年4月18日
〜7月 15日 に，成人看護学実習が終了

し た看護短期大学3年生 78名

2．調査期間

　2005 年7月21 凵に ，自記式質問紙調査票を配付．記

入後 に質問紙 を回収 した．

3．調査内容

　成 人看護学実習に つ い て の 中間評価 と達成動機との

関連 を明らか にする た め，基本属性 ・達成動機を調査

項 目と した．

1）基本属性

（1）調査対象

　 同居 ・家族 との 関係 ・信頼で き る友人 の 有無 ・趣

味 ・他者 との交流 ・親 し い 友人の数

（2）中間評価 に つ い て

　主体的な学習 ・満足感 ・必要性 ・学習内容の 把握 ・

日標の 明確化

2）達成動機

　堀野
1’　1コ

に よ っ て
，

「もの ご とを最後まで や り遂 げ

た い 」「困難な こ とも挑戦 し，成功させ た い 」 とい う

達成動機を，社会的，個人的の 両面 に わた っ て とらえ

ようと作成 された の が達成動機測定尺度で あ る．こ れ

らの 2つ の 側面か ら，成人看護学実習に お い て ，自ら

の達成 目標の 達成そ の もの をめ ざす行動を引き起 こ す

動機に つ い て把握する た め に こ の尺度を使用 した．こ

の 達成動機測定尺度は
， 「自己 充実的達成動機」に 関

する項日が 13項 日と 「競争的達成動機」に関する項 目

が 10項 目 の 2つ の 「位尺度 をもつ 23項 目 の 尺度で 7件法

に より測定する尺度で あ る ．達成動機測定尺度の α 係

数は ，0，87〜0．91で ある ．因子分析の 結果 ， 提出し た

概念通 りの 2囚子が見い だされた こ とは 内容的妥当性

を示 し て い る ，

4．分析方法

　母集団を把握す る ため に ，調査対象の属性に つ い て

集計を行 い
， 達成動機尺度 の 得点の平均値と標準偏差
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を算出 し た．統計的手法と し て
，

t 検定 ・一元配置分

散 分 析 ・多 重 比 較 を 算 出 し た ．デ ー タ 分析 は

EXCEL2000 に 人力 し，　 JAMP 　IN4 ，0 を用 い た．有意水

準は
，
5％未満 とした ．

5．倫理的配慮

　 こ の 調査は
， 成人看護学実習 へ の 評価方法に つ い

て ，達成動機に 関する こ とや ，中間評価点や 最終評価

点か ら検討 し
， 純粋に教育研究の検討を目的に行うも

の で あ る こ と．また
， 記 入 の 有無に よ っ て成績に影響

する こ と及び個人的に不利に な る こ とは絶対に ない こ

と
，

こ の 調査 の 依頼を拒否 ・
中断する権利が あ り， 研

究と して まとめ公表する際に は個入が 特定で きない よ

うプ ラ イバ シーの保護 ・秘密は厳守する 旨を調査用紙

の 表紙に 文書で 明記 し，尚か つ 口頭で も説明 し同意の

得ら れ た 学生 で ある．

結　果

　成人看護学実習終 r学生78名を対象 と し，自記式質

問紙調査票を配付 し た結果，回答が得られ た76名中，

有効回答 は 71名 （回収率96 ％ ） で あ っ た．

1．基本属性

　対象 の 基本属性は表1に示し た通 りで ある ，家族と

の 同居は，「別居」43名 （58％ ），「同居」32名 （42％ ）

で あ っ た．信頼で きる 友人 に つ い て は，信頼で き る

「友人が い る 156名 （75％ ），「少 しい る ll2名 （17％），

「どちらともい えな い 」2名 （2 ％），1た くさ ん い る」3

名 （4 ％），
「い な い 」2名 （2％ ）で あ っ た．親 しい 友

人の 数 は ，「4人以 E」52 名 （71 ％ ），「3人」 11名

（15％），「2人」8名 （ll％），「1人」1名 （1％），「い な

い 」2名 （2％）で あ っ た．他者 との 交流で は，「どち

らともい えない 」41名 （55％），「積極的」23名 （30％），

「消極的」11名 （15％ ）で あ っ た．

2．中間評価

　中間評価 は，成人看護学実習 1 （回復期 ・慢性期 ・

リ ハ ビ リ テ
ー

シ ョ ン 期 ・終末期），成人看護学実習 H

（急性期 ・周手術期） に お い て
，

2週 目 の 最終実習凵 の

評価を成人看護学実習評価表に 基 づ い て ，fi　L ］

評価 し

た，そ して ，そ の 中間評価に つ い て の 自記式質問紙調

査票の結果は，表2に示す通 りで あ る ．中間評価に対

する満足感 に つ い て は，「どちらともい えない 」58名

（78％ ），満足感が 「得 られた」ll名 （14％ ），「得られ

な か っ た」 11名 （14％ ）で あ っ た．中間評価の必要性

に は，「必要で あ る」53名 （71％），「どち らともい え

な い 」21名 （28％），「必要で ない 」1名 （1％）で あ っ

た ，中間評価に よ っ て学習内容が 把握 で きた か に つ い
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表 1 基本属 性 陽 71

項霞 カテゴリ
ー 人敘 （％ 〉

寒族との 鬪居

冢族と  蘇

信頼できる友人

親しい友人数

踞

罰屠

良い

どちらともい えない

悪い

いる

少 しい る

どちらともい えない

たくさんいる

いない

1人

2人

3人

4燃

無

靨 との交流 　　　 積犠的

　 　 　 　 　 　どちらとも 、えない

消極的

32（42 ｝

43 （58＞

66 （88）

9（12）

o56

（フ5）

12 （t7 ｝

2 （2＞

3 （4）

2 （2 ）

1（1）

8 （11｝

11（15）

52 （71 ＞

2 （2）

23 （3◎）

41（55）

11（15｝

表2　中間評 価 耨 ＝ 71

項且 カテゴリ
ー 人獄 輸

主体的な学弩

齪 愍

必要牲

掌翻 容の把邏

課題・脚 ）明確化

轍

どちらともい えない

できなかっ た

襁

どちらと毛毒、えない

得ら繊 、

嫡

どちらと趨 、え加い

ない

できた

どちらともい えない

できなかっ た

廠

どちらともいえない

できなか った

37（52＞

34（48）

段

6 

5s （78 冫

11（14｝

53 ぐ7わ

21 《28）

1｛1》

49 《66 ）

2寓30 ）

錨

52C71｝

2α127｝

勘

て は ，「把握 で きた」 49名 （66％），「どちらと もい え

な い 」23名 （30％），「把握で きな い 」3名 （4％）で あ

っ た．中間評価 に よ っ て 目標が明確 に さ れ た か に つ い

て は，「明確 に で きた」52名 〔71％），「どち ら ともい

え な い 」20 名 〔27％ ），「明確 に で きな か っ た」2名

（2 ％）で あ っ た．

3．達成動機に 関連す る 要因

　対象者の 達成動機を測定す るた め に達成動機尺度を

用 い た．ク ロ ン バ ッ ク の α 係数 は 0．85で
， 達成動機尺

度 （以下達成動機 と示 す） の 得 点 と 下位尺 度の 得点

は
， 表3に示 し た．

　他者との 交流 と達成動機 との 間 に は ，有意な差が 認

め ら れ た （p＝0．003） （図1）．さ らに ，
Tukey 法に よ る

多重 比 較で 差 を検討 した とこ ろ ，達成動機で は ，他者

との交流に積極的な者は，消極的な者よ り達成動機が

高か っ た （p〈0，05）．また，他者 と の 交流 と競争的達

成動機との 間に は，有意 な差が認 め られ た （pニ0．026）．

さ ら に
，
Tukey 法に よ る多重比較 で 差 を検討 し た と こ

ろ ，競争的達成動機で は，他者 と の 交流 に積極的な者

は
， 消極的な者よ り達成動機が高か っ た （p＜0．05＞．そ

し て
， 他者 との 交流 と自己充実 的達成動機 との 間に

は
， 有意な差が認め られた （p＝0．008）．さらに ，

Tukey

法に よ る多重比 較で 差 を検討 した と こ ろ，自己充実的

達成動機で は，他者との 交流 に 積極的 な者は ，消極的

な者 よ り達成動機が高か っ た （pく0．05）．

表3　達成動機尺 度の 平 均点，標準偏差
Nt＝，1

Mean ± SO α 係数

繍

自己一

書les3± t567

77．餠 ま 1Q翕8

鰤

ww 4孀 2圭 ア25

く、麟
12e

鸛

魏

N・．，71

＃

　 達成靆 機　 自己充靉的達成動機　競争的達成勳機

Turkey 法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊pく（｝師

図 1　中間評価 に お け る他者 との交 流 と達成 動 機 との 関 連

4．中間評価 に関連 す る 要因

　中間評価 と達 成動機 と の 関連を明 ら か に す る た め

に，中間評 価 に よ っ て主体的な学習が で きたか，で き

なか っ たか検討を行 っ た ．その 結果 ，
主体的な学習と

達成動機 との 間 に は，有意な差が認め られた （峠 ）．005）．

さらに ，Tukey法 に よ る 多重比較で 差を検討した と こ
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ろ，達成動機で は，中間評価に よ り 「主体的 な学習が

で きた」は ，「どちら と もい えな い 」 よ り達成動機が

高か っ た （pく0．05）．ま た
， 主 体的 な学習と競争的達

成動機 との 間に は ，有意な差が認 め られた （p＝O．006）．

さ らに
，

Tukey 法に よ る多重比較 で 差 を検討 した とこ

ろ，競争的達成動機で は，中間評価 に よ り 「主体的 な

学習が で きた」は
， 「ど ち らで もな い 」 よ り競争的達

成動機が 高か っ た （p＜0．05）．そ して ，躯体 的 な学習

と自己充実的達成動機 と の 問に は
， 有意な差が認め ら

れ た （p ニ 0，043 ）．さら に，Tukey 法に よ る多重比 較 で

差 を検討 し た とこ ろ ，自己充実的達成動機 で は，中間

評価に よ り 「主体的 な 学習 が で きた」は ，「ど ちらで

もない 」よ り自己充実的達成動機が高か っ た （p＜O．05）．

　中間評価 に対する満足 感に お い て は ，「ど ち ら と も

い えな い 」方が 高い 傾向が み られ る が，有意な差 は認

め ら れ なか っ た ．中間評価 に対 す る必 要性 に お い て

は，「必要で な い 」は ，達成動機，自己充実 的達成動

機，競争的達成動機が 高 い 傾向がみ られたが，有意な

差 は認め られ なか っ た．課題の 明確 にお い て は 「明確

に で きない 」 は，達成動機，自己充実的達成動機 ，競

争的達成動機が 高い 傾向が み ら れ た が，有意 な差は認

め られなか っ た （表4）．

表4　中間 評価 と達成　動 機 との 関 連

主体的 ぼ学習

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N＝郭

できた 　　　どちらと脳 、え歳 、　 で きない 　　　有辮

n二57　　　　　　　n ＝tzz 　　　　　　 n＝o
  士 SD 　　　　　Meen±割）　　　　 kUL ＋ SO

瑚

自己充靄的遷戚動棲

一

123M2Ae 　　　 luab ヒ245

闘 ± 1．79　　　　 TtS7± 1．殆
“ 81± 1．嘲6　　　　　 30r囀 ± t．15

 

 

嚇

灘 得られた　　　どちらともい えない　　得られない 　　　有意確寧

”＝6　　　　　　　n ＝5B 　　　　　　n＝11
嬲

自灘 贓 軸慌

一

」靂6£ 3±脳 5　　　　，鬯9fi5± 207 　　　 ，IS12 ± 聰 4　　　 α714

  士 価 　　　　　17ff辻 奪』5　　　 7屯騒‡ a35　　　　a633

欄 3± 3c5　　　　 4」、75まtxss　　　 41、田 士 225　　　　  40

中澗辭価の必要性

醐

自己灘 観臓

畄要　　　 どち らと机 iえない 　 必要でない 　　　有廠確寧

n＝＝ss
　　　

n ’＝21
　　 ．t

＝
！

ww

11aOl± ZIO　　　　114ST 土 斟 　　　 IXSDe± IEas

  土 149 　　　　 獅 2± 2β7　　　 7塾00± 10騰

4「．M ± org9　　　　　　　41餌 士 Is8　　　　　　5iM 士 71s

蕨
1广

O、19専
a“ 2

嬲 でぎた　　　どららともい えない　　 で きない 　　　有意確睾

n＝5a　　　　　　　 nt ＝顕｝　　　　　　 n＝2
瑚

自己鯔 勳臓

一

翼 7．7＆圭 Zt4　　　　“ R75 ± 346　　　tlam ± tagB　　　 a7re

π 11糞 153 　　　　 瓩 15圭 248　　　　η x臣± 7ぶ5　　　　 α946

飆 土 1題）　　　　 4ZOO± 自SI　　　　 ue ）± 510　　　　 a！鱗9

au

考　察

　成人看護学実習は，多様な現 象が み ら れ る医療現場

で 行われ，学生 は教貝や他の 学生 だ け で な く， 患 者 や

桐 生 短 期大 学紀要．第16号．2005
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家族 ， 医療従事者 との 複雑 な 相互作用 を行うこ と を要

求され る．こ の よ うな複雑な状況 で の 実習 とい う教育

評価は ，講義 ， 演習 と 同様に学生 の 評価 を取 り入れ，

指導に関わ る 人々 に フ ィ
ー

ドバ ッ ク し実習 に お け る授

業過程の改善が必要 で ある．

　 本研究で は，中間評価に よ り主体的に学習が で きた

者は，達成動機 ・競争的達成動機 ・自己充実的達成動

機が有意に高い 結果 が 得 ら れ た ．高柳
41

は，実習に対

して 主体的に取 り組む た め に 必要な姿勢 に つ い て 調査

した結果 ， 臨地実習 で 主 体的 に 学習 に 取 り組 む に は ，

内的統制志向を持つ こ とが 重要 で あ り，学習活動 へ 意

欲的に向か わせ る と報告 して い る，そ して，学生 自身

の 内的要因に帰する傾向は次の 学習活動へ 意欲的 に向

かわせ る と述べ て い る．

　本学の成人看護学実習で は
， 自己評価 を実習期 間の

中間に，学生 が 達成 冂∫能な 冖標を見 い だす ため に，自

らの 評価に よっ て成否を 判 断す るた め に 中 間評価を実

施して い る．白己評価とは，評価主体者が 自分 自身を評

価対象 とする場合 を指し
，
主体者 が 自分 の 学業，行動，

性格，態度などを評価し
， 得 られ た結果 を自分 で よく吟

味 確 認し，そして
， そ の 後 の 学習 や行動 の 改 善に役立

て る とい っ た
一

連の 行動で ある と定義 され て い る
5〕，つ

まり，白己評価は
， 単に 自分 自身の 学業 ， 行動 などを評

価し，結果を得るに は とどまらない 活動 で あり，得られた

結果をよく吟味 ・確認し，そ の 後 の 学習 や行動 の 改善に

役立 て る とい うフ ィ
ードバ ッ クの 機能 が働 い て 初 めて 自

己評価活動は成立すると考えることが で きる．ゆえに，実

習中 に 執体的に学習 に 取 り組 む た め に は ，実習 の 結果

に対して 自己の努力不足などの 原 因 と今後の 方向性 を

考える こ と，そして，主体的 に学 習が で きた学生 は，白

らの 目標達成そ の もの をめ ざす行動を引 き起 こ す動機

を高め られ ，中間評価が主体的学習 を推 進 して い るの

で はな い かと推察で きる．

　舟島
「

は，自己評価は他者評価 に比較す る と，自発

的 ・自律的に行わ れ
， 効果 が高い が ，効果的な自己評

価に向けて は ，その 日的や対象につ い て 明確に理解す

る 必要が あ る と述 べ て い る ，つ ま り， 実習期 間中 に フ

ィ
ー

ドバ ッ ク し なが ら
， 実習 巳的 を明確に し，目標達

成する た め に今後の 日標 ・
課題 を明確に して い くこ と

も必要で ある とい え る．

　達成動機 とは
， 非常に複雑で あ り， 様 々 な面 に お い

て も両極性を もっ て い る ，また
， 達成動機の 概 念 の 構

築に は，結果 の み で な く始発や過程を重視す る こ とが

必要で あ る．そ して
， 学習す る 理 由 の

一
つ と して 考え

られ る達成動機づ けは ，競争的意味合 い を含む もの で

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Kiryu Junior College

NII-Electronic Library Service

Kiryu 　 Junior 　 College

あ り，この 動機は他者との 比較に お い て 成功を勝ち取

りた い とす る基本的要求で ある とい われ て い る
fi1／．本

研究 で は，属性 と達成動機 との 関連に お い て，他者と

の 交流 に積極的な者は達成動機 ・競争的達成動機 ・自

己充実 的達成動機が 有意に高 い 結果 が得 ら れ た．筆者

ら
11

の 研 究に お い て は ，親 しい 友人が い る者や他者と

の 交流 に積極的 な者は
， 達成動機が高 く，本研究で も

類似 の 結果 が 得 られ た ．堀野
1コ／・

の 調査で は，ソ
ー

シ ャ

ル サポ
ー

ト （友ノい 先生 ・家族な ど）の 多い 人は，達

成動機が 高い と報告して い る．本研究 で は，他者を定

義付け しなか っ た の で ，堀野 と比較する こ とは困難で

あ る が ，他 者 と の 交流 に 積 極的な者の 達成 動機が 高

く，堀野 の 結果 と符合 し て い る．

　本学 の 成 入看護学実習 に お い て
， 看護過程の 展開で

は，患者 の 看護問題 を抽出 ・解決 して い くが，そ の 過

程 で 患 者 と看護師 の 関係は重要で あ り，人間関係の 形

成は 問題解決過程 の 1つ の 基盤 とな る．しか し，臨床

の 場 の 学生 に と っ て
， 学内環境とは 異な り精神的平衡

を保つ こ とが 難 しい 状況にあ り，患者 との 人間関係 を

形成す る Lで 学生 の心理状態は 困難な状況に あ る
11
’，
．

そ の た め に
，

ソ
ーシ ャ ル サ ポ

ー
トの 影響 を考慮す れ

ば，実習 中の 学生 は
， 他者との 交流や 家族 との 関係，

友人 と の 関係 に よ り， 複雑な実習環境 の 中 で も，親 し

い 友人 に感情 を発散 し，自己の 世界 に籠 もる こ とな

く， 他 者 と の 交流 や家族か ら の サ ポ ートの 影響に よ

り，阿標達成に向か っ て い ける の で はな い か ，そ し

て
， 中間評価に サ ポー ト状況を考慮する こ とに よ り自

ら の 目標達成 を目指すこ とが 可能なの で はな い か と示

唆され た．

　以 上 の 知見 よ り，中間評価 に よ り，実習 の 結果 に 対

し て 自己の 努力不足な どの 原因と今後 の 方向性 を考

え
，

主体的に学習が で きた学生は，自らの 目標達成 そ

の もの をめ ざす行動を引 き起 こ す動機を高め る こ とが

で きる の で は ない か と示唆され た．

結　論

　成人看護学実習に おける中間評価 と達成動機 との 関

連要因に つ い て検討 を行 っ た結果，中間評価 に よ り，

実習 の結果 に対 して 自己 の 努力不足 な ど の 原 因 と今後

の方向性を考え，主体的に学習が で きた学牛 は ， 自ら

の 目標達成 そ の もの をめ ざす行動 を引 き起 こ す動機 を

高め る こ とが で きた．また，ソ
ー

シャ ル サポ
ー

トの 影

響を考慮すれ ば，実習中の 学生 は，他者と の 交流 や家

族 との 関係，友人 との 関係に より，複雑な実習環境 の

中で も，親 しい 友人 に感情 を発散 し，自己 の 世 界に籠

41

もる こ と な く，他者と の 交流や家族か らの サ ポートの

影響に より，口標達成 に向か っ て い け る の で は ない か

と示唆され た．
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Relationship of  Achievement Motivation to Midway  Evaluations in Adult Nursing

                         Practical Training (Part2)

Harumi  Suzuki, [feiko Shibuya

                                     Abstract

  The  objective  of  this study  was  to clarify factors in the relationship  of  achievement  motivation  and  the results  of  midway

evaluations  of  practical training by adult nursing  students,  The subjects  of  the study  were  78 third-year  nursing  students  at this

school  who  completed  adult  nursing  practical training. They were  given a  questionnaire to fi11 out  themselves.  The  results

showed  that students  who  were  satisfied at their midway  evaluations  were  highiy achievement-motivated  and  that the students

need  the ability  to judge the validity  of  their own  self-evaluations.  The results  further suggest  that students  should  also be able

to determine what  objectives  they  can  practically achieve.  The results also  suggested  that students  who  pursue some  kind of

activity  out  of personal interest, maintain  active  contacts  with  others,  have two  close  friends or  have good  famiiy relationships

are  highly motivated,  while  students  not  having strong  personal networks  require  extra  advice  and  guidance.

Keywords:  Practical training for adult  nursing,  Achievement motivation
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